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歳で逝去されました．

村上先生は，熱帯気象に関する研究に尽くされると

共に，気象学会員の海外研究活動への支援に大きく貢

献されました．1955年度には梅雨明けの機構に関する

研究で日本気象学会賞を，1986年度にはモンスーンの

研究及びその発展に尽くした功績で藤原賞を受賞され

ました．また，1958年～60年と1962年～64年に当会の

常任理事を務められ学会の運営・発展にも大きく貢献

されました．

日本気象学会

訃 報

（公社）日本気象学会理事会

本会名誉会員村上多喜雄先生におかれましては，７

月16日に92

を偲

び，心からご冥福をお祈り申し

理事会は，ここに先生のご功績

ま上げ す．

支

東北支部気象講演会」

部だより

「

12：30

講演13：00～15：30

会 場：弘前大学創

開催のお知らせ

【支部気象講演会】

日 時：2013年10月20日（日）開場

地

入場料：無料

講演題目及び講師：

(1)「突風研究の最前線」

講師：楠 研一（気象庁 気象研究所 気象衛星・観

測システム研究部 第四研究室長）

要旨：気象庁 気象研究所では，安全・安心な社会

立50周年記念会館

「みちのくホール」

〒036-8560弘前市文京町１番

ました．2009年より

行っている観測の風景と結果，並びに数値モデル

実験で明らかになった青森県内のヤマセの立体的

な振る舞いについて紹介します．

主 催：日本気象学会東北支部，青森地方気象台

後 援：青森県，弘前市，弘前大学大学院理工学研究

科，アップルウェーブ株式会社

問合せ先：

青森地方気象台

Tel：017-741-7413（防災業務課）

日本気象学会東北支部事務局

Tel：022-297-8177

（仙台管区気象台技術部気候・調査課）

のための最新の気象観測システムの開発・評価な

どを行うと共に，それらを用いたさまざまな大気

現象の観測・探知の研究を行っています．

時として大きな災害をもたらす竜巻などの突風

について，その実態や発生原因を解りやすく説明

するとともに，気象研究所で行われている研究の

最前線を紹介します．

(2)「ヤマセの観測」

講師：児玉安正（弘前大学大学院 理工学研究科

寒地気象実験室長）

要旨：ヤマセは，冷害をもたらす風として恐れられ

てきました．一方，風力発電の盛んな青森県で

は，ヤマセは夏季のエネルギー資源としても重要

であり，ヤマセを対象に青森県内で気球を用いた

高層気象観測を実施してき


